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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に封入された流動体を排出するための排出口が設けられた接続部を略底部又は略頂部
に有し、可撓性を有する材料からなる内容物封入袋と、
　この内容物封入袋を収納する収納部と、
　前記内容物封入袋の接続部に着脱自在に接続され、内容物封入袋内に空気を入れること
なく、内容物封入袋から流動体を排出できる排出手段とを備えた二重容器において、
　上記内容物封入袋は、正面と背面との間に側面の襠部を備え、この襠部に縦方向に付い
た折り目が形成されており、
　上記収納部は、上記内容物封入袋の形状を規制する形状規制手段を備え、
　この形状規制手段は、上記前記収納部に収納された上記内容物封入袋の正面側と背面側
に位置し、且つ、上記接続部の反対側のみに位置するものであり、
　上記内容物を封入した上記内容物封入袋が上記の収納部に収納された状態で、この内容
物封入袋の接続部の反対側端部周辺のみが上記形状規制手段により押圧されるものであり
、
　上記前記収納部に収納された内容物封入袋の接続部の反対側が上記規制手段にて支えら
れることによって、上記内容物封入袋からの内容物の排出に伴って、上記折り目が鮮明に
現れるものであり、これにより、上記折り目が途切れて横方向の皺が入りこの皺を中心に
袋が途中で折れ曲がってしまうことを防止したことを特徴とする二重容器。
【請求項２】
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前記形状規制手段が収容部の内側方向に突出する突出部であることを特徴とする請求項1
に記載の二重容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本願発明は、流動体を内部に封入した内容物封入袋を収納する収納部を備える二重容器
に関するものであり、特に内容物封入袋から二重容器の外部に流動体を排出する排出手段
を備える二重容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来から、流動体を可撓性の高い材料からなる内容物封入袋に封入し、その内容物封入
袋をケースやカートリッジのような剛性の高い外側容器に収納する二重容器が存在する。
この二重容器においては、外側容器により形状を保つことで、取り扱いを容易にすると共
に、詰め替えなどが容易になるように流動体を可撓性の高い内容物封入袋に封入して使用
する。
　内容物封入袋には、例えば可撓性を有する合成樹脂製の袋が用いられる。内容物封入袋
の内部に封入される各種の流動体には、例えば、液体洗剤、シャンプー、リンス、パーマ
ネント液、ケチャップ、マヨネーズ、ジャム、シロップ或いはマスタード等が挙げられる
。内容物封入袋には、封入された流動体を排出するための排出口を有する接続部が適当な
位置に設けられる。
　外側容器には、例えば剛性の高いプラスチック製のケースやカートリッジが用いられる
。内容物封入袋は、外側容器の収納部に収納される。
【０００３】
　上記のような二重容器として、例えば、特開平９－２０２３５７号公報には、注出口を
有するプラスチック製内袋（内容物封入袋）の上縁部及び下縁部を、外側のカートン（外
側容器）の内面に固着するバッグインボックスが記載されている。固着することにより、
注出口がプラスチック製の内袋で塞がれるのが防止されるのである。
　また、実用新案登録第２５９０１１９号公報には、内袋（内容物封入袋）の変形により
内溶液（流動体）が排出されなくなることを防止するために、排出管の断面形状を星型形
状にするなど、内袋が収縮してしまっても、内溶液の流通空間或いは流通通路を確保でき
る二重構造を有する容器が記載されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　従来の二重容器は、例えば特開平９－２０２３５７号公報に記載されているように、内
容物封入袋から全ての流動体を排出して使いきるために、内容物封入袋を外側容器に固着
するので、内容物封入袋の取り替えが困難になる。また、内容物封入袋内に空気が混入す
ることについては、特に対策が取られていない。
　また、実用新案登録第３５９０１１９号公報に記載されているように、流通経路を確保
するためには、内容物封入袋の内部に排出管などを挿入しなければならず、内容物封入袋
の中に空気を混入することなく、外側容器の収納部に内容物封入袋を着脱することが困難
になる。
【０００５】
　さらに、本願発明者は、図１１に図示したような、略直方体形状の箱体からなる硬質プ
ラスチック製のカートリッジケース６０（外側容器）の内部に、可撓性を有する合成樹脂
製の内容物封入袋３０を収納した二重容器を開発せんとした。　ところが、この研究開発
過程における試作品の二重容器にあっては、カートリッジケース６０に収納されている内
容物封入袋３０が、その内部に封入されている流動体が外部に排出される際に、流動体の
排出に伴って適切に袋３０が萎んで行かずに、その袋３０の中間部分で折れ曲がったり、
横方向（略水平方向）に入った皺により、クシャクシャの状態で萎んでしまうことがあり
、これによって、内容物の排出が終了した際に、その内容物が袋３０内に残留してしまう
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という問題が発生することが確認された。
　そこで、本願発明は、上記の問題点を解消するためになされたものであり、内容物封入
袋の収納部への着脱が容易で、内容物封入袋への空気の混入が起こり難く、且つ内容物封
入袋に流動体が残留しにくい二重容器を提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本願の第１の発明は、内部に封入された流動体を排出するための排出口が設けられた接
続部を略底部又は略頂部に有し、可撓性を有する材料からなる内容物封入袋と、この内容
物封入袋を収納する収納部と、前記内容物封入袋の接続部に着脱自在に接続され、内容物
封入袋内に空気を入れることなく、内容物封入袋から流動体を排出できる排出手段とを備
えた二重容器において、次の特徴を備えたものを提供することにより、上記の課題を解決
する。
【０００７】
　本願の第１の発明にあっては、上記内容物封入袋は、正面と背面との間に側面の襠部を
備え、この襠部に縦方向に付いた折り目が形成されており、上記収納部は、上記内容物封
入袋の形状を規制する形状規制手段を備え、この形状規制手段は、上記前記収納部に収納
された上記内容物封入袋の正面側と背面側に位置し、且つ、上記接続部の反対側のみに位
置するものであり、上記内容物を封入した上記内容物封入袋が上記の収納部に収納された
状態で、この内容物封入袋の接続部の反対側端部周辺のみが上記形状規制手段により押圧
されるものであり、上記前記収納部に収納された内容物封入袋の接続部の反対側が上記規
制手段にて支えられることによって、上記内容物封入袋からの内容物の排出に伴って、上
記折り目が鮮明に現れるものであり、これにより、上記折り目が途切れて横方向の皺が入
りこの皺を中心に袋が途中で折れ曲がってしまうことを防止したことを特徴とする。
【０００８】
　本願の第２の発明にあっては、第１の発明おける形状規制手段が、収容部の内側方向に
突出する突出部であることを特徴とするものを提供する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、本願発明の実施の形態について添付の図面に基づいて説明する。図１乃至図１０
が本願発明の実施形態を図示している。
　図１は、本願発明における第１の実施形態に係るポンプ付き容器の外観を示す斜視図で
ある。この第１の実施形態に係る二重容器においては、流動体排出機能付き容器としてポ
ンプ付き容器を例に挙げて説明する。
【００１０】
　図１に示すポンプ付き容器１０は、粘性を有する流動体が入ったプラスチック製の袋を
収納するためのカートリッジケース４０を備える。袋については、後述する。袋に入った
流動体は、カートリッジケース４０に収納されている袋を取り替えることにより、袋ごと
詰め替えることができる。
【００１１】
　また、ポンプ付き容器１０は、カートリッジケース４０内に収納されている袋から流動
体を排出させるためのポンプを備えている。ポンプ付き容器１０には、ポンプを動作させ
るためのプッシュボタン１５が設けられている。プッシュボタン１５が指により押し下げ
られると、袋から流動体が接続部の排出口を通り、連通管（図示せず）を通って吐出口１
６から吐出される。
【００１２】
　袋の中に封入されている流動体には、例えばケチャップ、マヨネーズ若しくはマスター
ド等の流動食品、シャンプー、リンス又はパーマネント液等を挙げることができる。
　カートリッジケース４０には、収納されている袋を押圧するために突出部４５が設けら
れている。突出部４５は、カートリッジケース４０を内側に窪ませた形状によって構成さ
れ、カートリッジケース４０の内側に突出している。
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【００１３】
　図２（Ａ）は、流動体が封入されていない状態で、折り畳まれた状態の袋の構造を示す
正面図、図２（Ｂ）は、底面図である。図３は、流動体で一杯に満たされた袋の状態を示
す斜視図である。
　流動体を内部に封入した内容物封入袋としての袋３０は、例えば透明のプラスチック製
フィルムからなる。そして、底部においてコネクタ３２を挟んで、複数のプラスチック製
フィルムのポリエチレン同士が融着されることにより、袋に形成される。そのため、袋３
０は、流動体の充填に伴って図２のようにプラスチック製フィルム同士が接する平面の状
態から、図３に示すような略直方体の状態へと変形する。
　袋３０は、４枚のプラスチック製フィルムとコネクタ３２とで構成されている。
【００１４】
　即ち、４枚のプラスチック製フィルムとは、図３に示す正面を構成する第１フィルム３
３ａ、第１フィルム３３ａに対向する背面を構成する第２フィルム（紙面の背面側）、第
１フィルム３３ａ及び第２フィルム間の側面の襠部を構成する第３フィルム３７ａ，及び
第３フィルム３７ａに対向する側面の襠部を構成する第４フィルム（紙面向こう側）であ
る。
　頂部の封止縁部３４、底部の封止縁部３１は、第１フィルム３３ａ、第２フィルム、第
３フィルム３７ａ及び第４フィルムが熱融着されて形成される。底部の封止縁部３１は、
コネクタ３２が挟み込まれている。
【００１５】
　襠部を形成するために、封止縁部３６、３６は、第１フィルム３３ａと第３フィルム３
７ａ及び第４フィルムが熱融着されて形成され、封止縁部３５、３５は、第２フィルムと
第３フィルム３７ａ及び第４フィルムが熱融着されて形成される。襠部を構成する第３フ
ィルム３７ａには中央縦方向に付いた折り目３８が形成されている。第４フィルムにも同
様の折り目が形成されている。襠部の第３フィルム３７ａ及び第４フィルムに形成される
折り目３８は、袋３０が形成されるときに形成されるものである。
　袋をカートリッジ内に収納する際に、この縦方向の折り目線３８を、この折り目線を上
下により真っ直ぐな状態に、即ち、袋を適切に正立させた状態にセットすることが重要と
なる。
【００１６】
　排出口３２は、内容物を気密に保持するように封止され、カートリッジ内に収納されて
、容器１０内にセットされた時に、排出口３２が開放され、内容物が排出される形式のも
のである。また、排出口３２が開状態の時、封入袋３０内には外気は侵入しない形式のも
のを採用しているが、多少外気が侵入しても問題はない。更に、この袋３０は、使い捨て
のものであってもよいし、或いは、内容物を補充可能な形式のものとして実施してもよい
。
　また、排出口３２の取り付け位置は、下端の封止縁部３１でなく、下端部の側方側（襠
部の側）であってもよい。
【００１７】
　図４は、図１に示したカートリッジケース４０の構成を示す斜視図である。
　カートリッジケース４０は、例えば透明の硬質のプラスチックからなる。カートリッジ
ケース４０は、２つの直方体形状の容器を打ち合わせた如き構造を有し、これら２つの直
方体形状の容器をつなく蝶番部４１を中心として、矢印Ｄ，Ｄに示した向きに開放できる
ように構成されている。カートリッジケース４０の底面部４２の略中央部には、図３に示
したコネクタ３２を取り付けるための開口部４３が設けられている。
　カートリッジケース４０の突出部４５ａ，４５ｂは、カートリッジケース４０の内側方
向に突出するように、カートリッジケース４０の正面部４６ａ及び背面部４６ｂの上方端
部分において略水平に端から端まで形成されている。この突出部４５ａ，４５ｂは、互い
に対向して、略平行にかつ略対称に構成されている。
【００１８】
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　尚、カートリッジケース４０の正面部４６ａには、外側方向に少し膨出した膨出部４７
を有している。この膨出部４７は、カートリッジケース４０をポンプ付き容器１０に嵌め
込んだときに、カートリッジケース４０の位置決めを行うために設けられたものである。
　コネクタ３２は、ポンプ付き容器１０に収納されるまでは、内部に空気が侵入しないよ
うに、封止されている。ポンプ付き容器１０及び袋３０は、袋３０がポンプ付き容器１０
に収納されて、コネクタ３２の排出口が開放された状態でも空気が入り込まない構造とな
っている。
　ポンプ付き容器１０において、カートリッジケース４０が収納部に相当し、袋３０が内
容物封入袋に相当し、プッシュボタン１５が排出手段の構成要素である。
【００１９】
　図５は、袋３０がカートリッジケース４０に収納された状態を示す縦断面説明図である
。図５に示すように袋３０を収納したカートリッジケース４０をポンプ付き容器１０の所
定の場所に嵌め込むことにより、袋３０のコネクタ３２がポンプ付き容器１０の連通管に
接続されると、コネクタ３２から連通管に流動体が流れるようにコネクタ３２の排出口が
開放される。
　袋３０を収納したカートリッジケース４０がポンプ付き容器１０に取り付けられると、
図１に示すプッシュボタン１５を手で押し下げることにより、吐出口１６から袋３０に封
入されていた流動体が吐出する。
　図５に示すように、カートリッジケース４０に、流動体が一杯充填された袋３０が収納
された状態で、袋３０の上方端部分、即ちコネクタ３２から遠い部分が突出部４５ａ，４
５ｂにより押圧される。それにより、コネクタ３２から遠い所にある流動体がコネクタ３
２の方へ移動する。その結果、袋３０の上方端部分の流動体が少なくなり、流動体が残留
しにくくなる。
【００２０】
　また、突出部４５ａ，４５ｂによって袋３０が規制されることにより、折り目３８が、
流動体の排出に伴って、鮮明に現れて来る。折り目３８が鮮明に現れることによって、図
１１の試作品に示されたような、上下に入った折り目が途切れて略水平方向（横方向）の
皺が入りにくくなる。略水平方向の皺が入りにくくなることによって、略水平の皺を中心
に袋３０が途中で折れ曲がって、上部に流動体が残留してしまうことがなくなるのである
。
　更に、突出部４５ａ，４５ｂにより袋３０が支えられると、袋３０は適切な正立又は直
立状態に維持される。それにより、上方端部分の流動体が真っ直ぐ下に降下しやすくなる
。その結果、上方端部分に流動体が残留しにくくなる。
【００２１】
　図６は、袋３０内の流動体が全て吐出された状態を示す縦断面説明図である。袋３０か
ら流動体が排出されるに従って、上方端部分から順次萎んでゆく。特に、粘度が高い場合
には、コネクタ３２の部分から流動体が排出されたときに上部から下部への流動体の移動
が起こりにくくなるため、袋３０が変形しやすくなる。流動体が毛髪栄養剤の場合、例え
ばその粘度は、Ｂ型粘度計で１２ｒ．ｐ．ｍ．で測定して、２８，０００ｃｐｓになる。
この発明の場合には、粘度が高い場合に特に効果的である。
【００２２】
　図７は、この発明における第２の実施形態に係るポンプ付き容器のカートリッジケース
及び袋を示す縦断面説明図である。この第２の実施形態に係るポンプ付き容器は、第１の
実施形態のポンプ付き容器と比べてカートリッジケースの形状が異なる。従って、第２の
実施形態の説明においては、カートリッジケースと、それに収納される袋との関係につい
て説明する。
　図７に示すカートリッジケース５０は、図１に示したカートリッジケース４０と異なり
、正面部５１ａ及び背面部５１ｂに突出部を備えておらず、突出部の代わりに、その頂部
内側に、板状弾性体５５を備える。板状弾性体５５は、略長方形の板を２つ折りした形状
を有している。板状弾性体５５は、カートリッジケース５０の正面部５１ａに平行に取り
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付けられている。
【００２３】
　図７に示すように、袋３０は、その上部を２つ折りされている板状弾性体５５に挟まれ
てカートリッジケース５０に収納される。板状弾性体５５は、例えばプラスチック、紙或
いは金属等の材料で形成され、可撓性のある材料からなる袋３０の外形を規制する程度の
弾性を有している。
　袋３０が２つ折りされた板状弾性体５５に挟まれたとき、袋３０が変形すると共に板状
弾性体５５も弾性変形する。板状弾性体５５が有する弾性は、袋３０の形状を規制するこ
とができる程度であればよく、袋３０から流動体を排出するためのポンプは、例えば第１
の実施形態のポンプ付き容器１０と同様のものが使用される。
【００２４】
　カートリッジケース５０に袋３０が収納されると、袋３０が板状弾性体５５に挟まれて
、袋３０の上部から下部へ、即ちコネクタ３２の反対側からコネクタ３２側に袋３０内の
流動体が移動する。また、袋３０は、板状弾性体５５に挟まれることにより、適切な正立
又は直立状態に維持される。更に、板状弾性体５５に挟まれることにより、折り目３８が
、流動体の排出に伴って鮮明に現れる。
　尚、第２の実施形態において、カートリッジケース５０が収納部に相当し、板状弾性体
５５が形状規制手段に相当する。
　図７に示した状態から、ポンプ（図示せず）により袋３０内の流動体が排出され、内部
に封入されている流動体の減少に伴って袋３０が萎んで行く。収納する際に、板状弾性体
５５により流動体がコネクタ３２側に移動するので、袋３０が萎んでゆくときに上部に流
動体が残り難くなる。また、折り目３８が鮮明に現れた状態で袋３０萎んで行くため、流
動体が袋３０の内部に残留せず、図８に示すように完全に排出することができる。
【００２５】
　この場合には、完全に流動体が排出されるまで板状弾性体５５により押され続けるので
、折り目３８が適切に保たれ、袋３０が真っ直ぐ上方に直立した状態になるため、第１の
実施形態のポンプ付き容器１０に比べて封入されている流動体が残り難くなっている。
　尚、上記第２の実施形態においては、２つ折りにされた板状弾性体５５を形状規制手段
として用いたが、２枚の板材を用い、それぞれ正面部５１ａ及び背面部５１ｂから内部に
向かって付勢される構成としてもよい。そのような構成とする場合には、２枚の板材の間
隔が、上部の方よりも下部の方を狭くするように配置することが好ましい。
　以上のように、板状弾性体５５は、カートリッジ５０の内部で、袋３０の上方部分の外
形形状に添い合わせられるように配置され、その袋３０の上方部分の形状を適正に維持し
、袋３０の折り目線が適正に上下に伸びた状態に維持し、不都合な横皺等が入らないよう
に機能するのである。
【００２６】
　図９は、本願発明に係る更に他の実施形態を図示する縦断面説明図であり、この実施形
態においては、袋３０の排出口３２が上向きに容器の収納部５１内に配置されているもの
である。
　この実施の形態においては、ポンプ付き容器の収納部５１自体が容器を構成し、収納部
５１の上方端に設けられたポンプ手段１２により、トリガー１３を作動させて、袋３０内
の内容物が吐出口１４から一定量吐出されるものである。
　この収納部５１内には、図７及び図８において図示した板状弾性体５５が使用され、こ
の板状弾性体５５が上記実施形態とは逆様に配備されたものである。従って、この板状弾
性体５５は、袋３０の下端部分の適宜位置に接着されている。　或いは、この板状弾性体
５５は、収納部５１の下端部内面に取り付けられたものであってもよい。
【００２７】
　このような構成により、ポンプ付き容器の収納部５１内に袋３０がセットされることに
より、板状弾性体５５の作用により、袋３０の下方部分の形状が適切に維持され、その折
り目線も上下方向に適正に維持され、内容物が徐々に排出されるに従って、袋３０は、そ
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の下端から上方に向かって順次収縮してゆき、袋の中間部で不都合な収縮が起こらず、こ
れにより下端部或いは中間部に内容物が残留してしまうという恐れもなくなるのである。
　このように本願発明においては、内容物封入袋として内容物が密封されているタイプの
ものを使用しているために、その内容物を排出するに当たり、内容物が袋内に残留してし
まうという問題が存在していたが、上記した通りの収納部の構造により、この問題を解決
し得たものである。
【００２８】
　図１０は、他の形態に係る内容物封入袋を図示しており、その（Ａ）が内容物が封入さ
れる以前の偏平に折り畳まれた状態の正面図であり、その（Ｂ）が内容物が封入された後
の状態の側面図である。
　この袋２０においては、襠部２７が排出口２２の反対側の上部にのみ設けられた形状の
ものからなり、内容物が封入された後には、側面視略逆三角形の形状を呈するものとなっ
ている。
　この形態に係る袋２０においても、本願発明に係る容器の収納部に収納され、セットさ
れた後、袋２０の上端部から適切に収縮するように、即ち、折り目線２８が順次適切に折
り畳まれて行くことにより内容物が適切に排出され、残留物が最後に残らないようにする
ことができる。
　収納部には、上記の通り、内側方向に突出する突出部が設けられ、或いは、収納部内部
に配備される適宜形状の板状弾性体が配備され、これらの収納部構造により内容物封入袋
内の内容物が適切に排出され、最終的に内容物の残留が阻止されることとなるのである。
【００２９】
　以上、実施形態について説明したが、本願発明においては以下の通りその形態の変更を
行うことができる。
　先ず、本願発明の二重容器における内容物封入袋を収納する収納部は、上記実施形態に
おいて開示した通り、容器と別体から成る取り外し自在のカートリッジ形式のものであっ
ても、また容器と一体的に形成されたものの何れでもあってもよい。
　更に上記第１の実施形態の収納部であるカートリッジにあっては、その全体が縦方向に
２つに分割され、両開きの形で、開放され、内部に内容物封入袋が収納セットされるが、
この封入袋をセットするための開放形態は、どの様な形態であってもよく、例えば、上方
部分のみを縦に分割し、左右に開放できるようにすることもできるし、或いは、カートリ
ッジの箱体の上方部分を横方向に分割し、その上方部分の一辺を蝶着して、蝶着された辺
を回動中心として蓋体のように開放できるように構成することもできる。何れにしても、
内容物封入袋を収納部に収納セットする構造については、全く自由に設計することができ
る。
【００３０】
　収納部に設けられる形状規制手段である突出部の形状、大きさ、数、並びにその位置に
ついては、収納部内に収納する内容物封入袋の形態に適合するように設計すればよく、適
宜設定することができる。
　例えば、図１及び図４に示したものにおいては、その突出部４５は、紙面の手前側と向
こう側の両側に設けられているが、封入袋の形態によっては、この突出部を前方側（内容
物吐出用のプッシュボタンの有る側）と後方側に設けてもよいことは当然のことである。
　突出部の内側方向への突出高さも必要に応じて適宜設定することができる。
　本願発明においては、この収納部の内側方向への突出部によって、内部に収納される封
入袋の上方端部分又は下方端部分が先の尖った形状に維持され、その封入袋の折り目線が
、上下により真っ直ぐになるようにセットできればよいのである。
【００３１】
　図７に図示した第２の実施形態に係る形状規制手段である板状弾性体においては、その
略長方形の板状弾性体を二つ折りにしたものを使用したが、この板状弾性体は、二つ折り
でなくともよく、下方部が開口した横断面略コ字形状、或いは、逆Ｕ字形状のものであっ
てもよく、その形状は、全く自由であって、収納部内に収納される内容物の封入袋の上方
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部分（排出口と反対側部分）の形態に適合させて設計すればよいのである。
　また、この板状弾性体の配置の仕方も全く自由に設定することができ、各種形状の内容
物封入袋の形態に都合よく適合するように配置させることができる。
　更に、板状弾性体は、収納部の内部の適宜位置に、その折り目の部分等で繋がった或い
は連結されたものとして実施することも可能である。
　この板状弾性体は、製品の販売に際しては、容器の収納部内に予じめ配備して、繰り返
し使える形式としてもよいし、内容物封入袋と共に、詰め替え用として個々の封入袋と組
み合わせた状態で販売し、使い捨ての形態とすることも可能である。
【００３２】
　本願発明においては、容器の収納部内部に収納される内容物封入袋の排出口が、下端側
或いは上端側の何れの方向に向けてセットすることもでき、封入袋からの内容物の排出に
際しては、必ずしも完全密封式に排出されるものでなくともよく、多少外気が収納袋内に
紛れ込むものであっても差し支えない。
　更に、本願発明の特徴部分である突出部を有する収納部の内部に、同様に本願発明の特
徴部分である板状弾性体を配置して実施することも可能である。
【００３３】
【発明の効果】
　本願発明においては、収納部に収納された内容物封入袋の接続部の反対側端部のみが形
状規制手段に押されると、内容物封入袋の形状が規制され、内容物の排出に従って所定折
り目が現れる。このように内容物封入袋中の流動体が排出手段により排出されるに従って
、所定の折り目が現れて、内容物封入袋が収縮するため、余分な皺が入りにくくなり、こ
れにより皺が新たな折り目の起点となって折れ曲がってしまった内容物封入袋の側壁によ
って、排出経路が塞がれることが無くなり、内容物封入袋中に流動体が残留し難くなる。
【００３４】
　本願発明の第２発明にあっては、突出部によって、内容物封入袋を押すので、簡単な構
造によって形状規制手段を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願発明の第１の実施形態に係る二重容器を図示した斜視図である。
【図２】本願発明の実施形態に係る収納部内に収納される内容物封入袋を示し、その（Ａ
）が内容物が封入されていない、折り畳まれた状態の正面図、その（Ｂ）がその底面図で
ある。
【図３】本願発明の実施形態に係る収納部内に収納される内容物封入袋の斜視図である。
【図４】本願発明の第１の実施形態に係る収納部の斜視図である。
【図５】図４に示した収納部（カートリッジ）内に内容物封入袋がセットされた最初の状
態を示す縦断面説明図である。
【図６】図４に示した収納部（カートリッジ）内に内容物封入袋がセットされ、内容物が
全て排出された後の状態を示す縦断面説明図である。
【図７】本願発明の収納部の第２の実施形態を図示しており、内容物封入袋がセットされ
た最初の状態を示す縦断面説明図である。
【図８】図７に示した内容物封入袋内の内容物が全て排出された後の状態を示す縦断面説
明図である。
【図９】本願発明に係る二重容器の更に他の実施形態を示す縦断面説明図である。
【図１０】内容物封入袋の他の形態を図示しており、その（Ａ）が内容物が封入される以
前の偏平に折り畳まれた状態の正面図、その（Ｂ）が内容物が封入された後の状態の側面
図である。
【図１１】本願発明者の研究開発過程の試作品であるカートリッジを示し、内容物封入袋
をカートリッジ内に収納した状態の縦断面説明図である。
【符号の説明】
　１０…ポンプ付き容器
　２０、３０…袋（内容物封入袋）
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　３２…排出口
　４０…カートリッジ（収納部）
　４５…突出部
　５５…板状弾性体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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